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1 9 : 0 0  開演  

( 1 8 : 3 0  開場 )

千葉市美浜文化ホール　音楽ホール

一般　 4 0 0 0円
学生　 2 0 0 0円

主催：O f f i c e  P. A . M .
後援：千葉市／公益財団法人千葉市文化振興財団／公益社団法人日本演奏連盟／
　　　一般社団法人日本クラシック音楽協会／桐朋学園音楽部門同窓会／
　　　NPO法人千葉市音楽協会／一般社団法人日本音楽協会（オンキョウ）

第 2 3回千葉市芸術文化新人賞受賞ピアニスト

（全自由席）

©︎C l a r a  E v e n s

F.  シューベルト：さすらい人幻想曲　D7 6 0
F.  シューベルト：ハンガリーのメロディ  D  8 1 7
F.  シューベルト：音楽に寄せて　D5 4 7        他

p r o g r a m  

シューベルトの言葉にいま心を捧ぐ

（予定）

T I C K E T S

“S c h u b e r t ”

竹内麻優



i n f o @ o f f i c e - p a m . c o m
T E L / FA X  0 4 3 - 2 5 5 - 6 5 2 7

お問い合わせ・チケット取り扱い

h t t p s : / / w w w . o f f i c e - p a m . c o m /

S c h u b e r t　　　　　　　　　　　桐朋女子高等学校音楽科(男女共学 )を経て、桐朋学園大学を卒業後、
　　　　　　　　　　　ドイツ国立ハンブルク音楽演劇大学修士課程を優秀な成績を得て修了。

　　　　　　　　　　　在学中より国内外各地にて演奏を行い、独誌D i e  n e u e  B a r f t g a a n s
                          にて「彼女は作品の持つ感傷的なカリスマを深く理解し、興味深い敬意
　　　　　　　　　　　を表した。」と評されたほか、2 0 2 3年にはミュンヘン・ニュンフェン
　　　　　　　　　　　ブルク城においてもリサイタルアーティストとして招かれている。

　　　　　　　　　　　パリ国際音楽コンクール第1位（満場一致）、第1 9回長江杯国際音楽
　　　　　　　　　　　コンクール第1位・理事長賞、第2回ウィーン国際クラシカルピアノ
　　　　　　　　　　　コンクール第2位、第2 1回・第2 4回ちば音楽コンクール（千葉日報社）
　　　　　　　　　　　E部門・F部門最高位、第2 8回全日本ジュニアクラシック音楽コンクール
　　　　　　　　　　　全国大会第2位など、これまでに優勝／入賞多数。
　　　　　　　　　　　第2 5回ブルクハルト国際音楽コンクール室内楽部門第1位。
　　　　　　　　　　　第2 3回（令和6年度）千葉市芸術文化新人賞受賞。

IMA Sソリストのための国際音楽アカデミー（ドイツ）、ヨーロピアンミュージックインスティ
テュートウィーン（オーストリア）、ラ・フォルジュルネ・オ・ジャポン（日本）内マスター
クラス等、各地のアカデミーや音楽祭のクラスにも推薦／合格を受け、研鑽を積む。
これまでにピアノを白井雅子、前澤麻子、宮崎洋子、秦はるひ、竹内啓子、本村久子、
R a l f  N a t t k e m p e r、M a r i y a  Ya n k o v a、大野眞嗣各氏に師事。

現在、日本・欧州を中心に、ソロリサイタルをはじめ国際的に演奏活動を展開しているほか、
アンサンブル、施設へのアウトリーチ公演など、幅広く活動を行っている。

公益社団法人日本演奏連盟会員。
ホームページ　h t t p s : / / w w w . m a y u t a k e u c h i . c o m

竹内  麻優
M a y u  T a k e u c h i

千葉市美浜文化ホール  音楽ホール
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J R京葉線　検見川浜駅より　徒歩８分
J R総武線　新検見川駅より　バス1 0分「美浜区役所」下車

（千葉県千葉市美浜区真砂5−1 5−2 1）

O f f i c e  P. A . M .

チケットご予約フォーム→

A c c e s s

M e s s a g e  f r o m  M a y u

「孤独」「親密」「憧憬」
このような言葉で形容されることも多い

シューベルトの音楽は、
多くの音楽家にとって憧れであり、

同時に手の届かない存在かもしれません。

しかし私にとって
彼の音楽は、拠り所であり、
いつも隣にいる存在です。

この秋はぜひ、みなさまとともに
彼の世界を覗くことができましたら

嬉しいです。


